
文化に関する県民アンケート調査　中間報告（概要）

発送数　1,200　　回収数　653　回収率　54.3％　　平成17年8月5日現在
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* 全国調査の設問：この1年間に、次のものについて、プロの公演や作品をホール、会館、劇場、映画館、美術館・�

博物館などで直接鑑賞したことはありますか。この中からいくつでもあげてください。
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２調査結果の概要

	問１この１年間に、公演や展覧会などで鑑賞した文化は、どの分野で、何回出かけましたか。次にあげる分野について、それぞれ１つ選んでください。


　この１年間に、美術や音楽、演劇・演芸などの文化を鑑賞しに、公演や展覧会などで、いずれかの催しに出かけたことがあると答えた人の割合は89.7％となっている。

出かけた分野を見ると、「映画」（70.6％）をあげた人の割合が最も高く、次に「美術」（60.7％）、「音楽」（55.5％）、「生活文化」（52.0％）、「伝統芸能」（42.1％）、「演劇・演芸」（34.0％）、「文芸」（21.7％）、「舞踊」（12.6％）の順となっている。

前回調査と比較すると、出かけたことがあると答えた人の割合がほとんどの分野で上昇しており、低下したものは「伝統芸能」、「文芸」だけである。特に「映画」に出かけたことがあると答えた人の割合が高く（43.1％→70.6％）なっている。

また、過去２回の調査からの推移を見ると「演劇・演芸」と「舞踊」は、ほぼ横ばいであり「文芸」は減少傾向にある。

　全国調査ではプロの公演や作品に限定しているが、鑑賞したことがあると答えた人の割合は50.9％となっている。
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　性別に見ると、出かけたことがあると答えた人の割合は、男性・女性とも約90％とほとんど同じになっているが、全国調査では男性が44.7％、女性が55.9％と10ポイントあまりの差がある。

　年齢別に見ると、出かけたことがあると答えた人の割合は、男性では70歳以上（94.9％）、女性では20歳代（97.2％）で最も高くなっている。

　地域別に見ると、出かけたことがあると答えた人の割合は、全国調査では大都市で高く町村で低くなっているが、本県では、市部・町村部の差は小さいが、地域別では富山地域（84.0％）と砺波地域（96.6％）で12.6ポイントの差がある。

	問２（１）公演や展覧会など文化の鑑賞に出かけるうえで、支障となっていることは何ですか。

　（出かけない方は、その理由は何ですか。）次の中から２つまで選んでください。


①出かけている方の支障理由

　公演や展覧会など文化の鑑賞に出かけている方の出かけるうえでの支障としては、「出かける時間が少ない」（35.1％）をあげた人の割合が最も高く、次に「公演時間等が自分の生活時間と合わない」（26.5％）、「費用がかかり過ぎる」（21.4％）、「公演や催しに関する情報が十分でない」（17.0％）、「魅力のある公演や催しが少ない」（15.4％）、「交通の便が悪い」（13.5％）、「入場券が入手しにくい」（11.4％）、「同好の仲間がいない」（7.0％）、「関心がない」（7.0％）、「家族等周囲の人の理解が得られない」（3.8％）の順となっている。

　性別に見ると「交通の便が悪い」（男性10.1％、女性15.5％、男女差5.4ポイント）を上げた人の割合が男女で最も離れている。

　性・年代別に見ると、「出かける時間が少ない」をあげた人の割合は男性では30歳代（43.5％）、50歳代（53.3％）、女性では30歳代（45.2％）、40歳代（43.8％）で高くなっている。「公演や催しに関する情報が十分でない」をあげた人の割合は男女とも20歳代（男性27.8％、女性28.6％）で高くなっている。「交通の便が悪い」をあげた人の割合は男性で70歳以上（23.1％）、女性で60歳代（20.5％）、70歳以上（45.0％）で高くなっている。

　なお、前回調査では選択肢として「交通の便が悪い」と「公演時間等が自分の生活時間と合わない」がなかったが、出かけたことがある方の出かけるうえで支障となっていることは、「出かける時間が少ない」（45.2％）を上げた人の割合が最も高く、次に「県内では魅力ある公演・催しが少ない」（28.9％）、「公演・催しに関する情報が十分でない」（21.2％）「費用がかかり過ぎる」（18.9％）などの順となっている。
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②出かけない方の理由

　公演や展覧会など文化の鑑賞に出かけない方の理由としては、「出かける時間が少ない」（32.4％）をあげた人の割合が最も高く、次に「関心がない」（31.7％）、「公演時間等が自分の生活時間と合わない」（19.0％）、「同好の仲間がいない」（14.8％）、「費用がかかり過ぎる」（14.1％）、「魅力のある公演や催しが少ない」（12.4％）、「公演や催しに関する情報が十分でない」（11.4％）、「交通の便が悪い」（9.7％）、「家族等周囲の人の理解が得られない」（6.2％）、「入場券が入手しにくい」（5.5％）の順となっている。

　性別に見ると「関心がない」（男性37.1％、女性28.6％、男女差8.5ポイント）を上げた人の割合が男女で最も離れている。

　性・年代別に見ると、「魅力のある公演や催しが少ない」をあげた人の割合は男女とも20歳代（男性23.5％、女性18.8％）で高くなっており、「交通の便が悪い」をあげた人の割合が男女とも70歳以上（男性28.6％、女性27.3％）で高くなっている。

　なお、前回調査では選択肢として「交通の便が悪い」と「公演時間等が自分の生活時間と合わない」がなかったが、出かけたことがない方の出かけない理由としては、「あまり関心がない」（50.％）を上げた人の割合が最も高く、次に「出かける時間が少ない」（39.8％）「県内では魅力ある公演・催しが少ない」（12.2％）、「同好の仲間がいない」（11.8％）「費用がかかり過ぎる」（10.2％）などの順となっている。

　また、全国調査の「プロの公演や作品をホール等で直接鑑賞しなかった理由」については、「時間がなかなかとれないから」（47.1％）をあげた人が最も高く、次に「あまり関心がないから」（39.5％）、「近くで公演や展覧会などをやっていないから」（13.0％）、「入場料・交通費など費用がかかり過ぎるから」（8.8％）などの順となっている。
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	問２（２）　（１）で「魅力のある公演や催しが少ない。」と答えた方におたずねします。どのような企画を望みますか。ご自由に記入願います。


（主な意見）

・有名人、人気のある方の公演、展覧会

・落語の定期的な公演

・歌舞伎、日本舞踊、現代演劇

・クラシックバレエ、交響楽団のコンサート、ミニシアター系の映画

・ミュージカル、宝塚歌劇

・ジャズの野外演奏会

・世界各国の遺跡から発掘される出土品。（中国の兵馬傭、エジプト文明、メソポタミア文

明等の展示）

・身近に行けるような場所での企画。

・子供と一緒に出かけられる企画。

（回答者数60人）

	問３（１）県立の美術館・博物館では、平成１７年４月から、小・中・高等学校の児童生徒や障害者の方の観覧料が通年無料となりましたが、この取り組みを、あなたはどう評価されていますか。次の中から１つ選んでください。


　「評価する」をあげた人の割合が83.8％（「高く評価する」46.4％＋「ある程度評価する」37.4％）、「評価できない」をあげた人の割合が5.3％（「あまり評価できない」4.3％＋「評価できない」1.0％）となっている。

　性別で見ると「評価する」とする人の割合は女性で、「評価できない」とする人の割合は男性で、それぞれ高くなっている。
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　地域別に見ると、各地域とも「評価する」とする人の割合が魚津地域で88.3％と最も高く、次に高岡地域（84.2％）、富山地域（83.1％）、砺波地域（80.6％）の順となっている。「評価しない」とする人の割合が砺波地域で10.4％と最も高くなっている。

	問３（２）児童生徒のお子さんをお持ちの方におたずねします。今回の通年無料化後、お子さんやご家族の方が美術館等へこれまでより行くようになりましたか。次の中から１つ選んでください。


　児童生徒の文化施設の通年無料化後の観覧状況については、「今後、子どもを行かせたいし、家族も一緒に出かけたい」をあげた人の割合が約半数にあたる48.9％と最も高く、次に「変わりはない」（35.8％）、「子どもは行くようになり、家族も一緒に出かけるようになった」（6.3％）、「今後、子どもを行かせたいが、家族が一緒に出かけることはない」（5.8％）、「子どもは行くようになったが、家族が一緒に出かけることはない」（3.2％）の順となっている。
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　地域別に見ると、「今後、子どもを行かせたいし、家族も一緒に出かけたい」をあげた人の割合が高いのは高岡地域（55.4％）と魚津地域（50.0％）となっており、「変わりはない」をあげた人の割合が高いのは、砺波地域（43.6％）と富山地域（41.4％）となっている。
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凡例

ア：子どもは行くようになり､家族も一緒に出かけるようになった。

　　　　　　イ：子どもは行くようになったが､家族が一緒に出かけることはない。

　　　　　　ウ：今後、子どもを行かせたいし、家族も一緒に出かけたい。

　　　　　　エ：今後、子どもを行かせたいが、家族が一緒に出かけることはない。

オ：変わりはない。

	問４公演や展覧会など、文化の鑑賞に出かけるにあたり、その情報をどこから入手していますか。次の中からいくつでも選んでください。


情報の入手先としては、「テレビ、ラジオ、新聞や雑誌など」（78.1％）をあげた人の割合が最も高く、次に「市政だよりや回覧版などの市町村の広報誌」（35.3％）、「友人、知人や家族など」（33.3％）、「ポスターやチラシ」（29.9％）、「インターネット」（15.0％）、「プレイガイドなどのチケット売り場」（5.0％）の順となっている。

前回調査と比較すると、情報の入手先として「友人、知人や家族など」を除く全ての項目で上回っている。特に「インターネット」による情報の入手をあげた人の割合（前回0.6％、今回15.0％）が高くなっている。

性・年代別に見ると、「友人・知人や家族など」をあげた人の割合は、女性の70歳以上（39.7％）で高く、「市政だよりや回覧板などの市町村の広報誌」をあげた人の割合は、男性の70歳以上（58.3％）で高くなっている。「インターネット」をあげた人の割合は、男性の20歳代（41.4％）で高くなっており、若い年代で高くなっている。
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	問５　この１年間に、ご家庭において、テレビ、ラジオ、CD、DVD、インターネット、書籍などで何回文化の鑑賞をしましたか。次にあげる分野について、それぞれ１つ選んでください。


　この１年間に、家庭でテレビ、ラジオ、ＣＤ、ＤＶＤ、インターネット、書籍などで文化の鑑賞をしたことがあると答えた人は94.7％となっている。

　鑑賞した分野を見ると、「映画」（87.8％）をあげた人の割合が最も高く、９割近くある。次に「音楽」（81.5％）、「美術」（62.4％）、「生活文化」（62.3％）、「演劇・演芸」（57.1％）「文芸」（50.7％）「伝統芸能」（49.0％）、「舞踊」（22.6％）の」順となっている。
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　　ケを選択された方は、特にどの施設とお考えですか。

問11ケ　近代美術館や水墨画美術館、立山博物館などの特

色ある美術館・博物館

　前回調査と比較すると、鑑賞したことがあると答えた人の割合が低下したのは「伝統芸能」だけであり、「舞踊」は横ばいであり、その他は上昇している。
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	問６　文化の鑑賞で、今後もっと鑑賞したい分野はどれですか。また、子どもたちに鑑賞させたい分野はどれですか。次の中からいくつでもあげてください。


①今後鑑賞したい分野

　文化の鑑賞で、今後もっと鑑賞したいものがあると答えた人の割合は95.8％となっている。

　鑑賞したいものの分野を見ると「音楽」（54.3％）をあげた人の割合が最も高く、次に「映画」（52.2％）、「美術」（47.1％）、「演劇・演芸」（37.4％）、「生活文化」（31.8％）、「伝統芸能」（28.6％）、「文芸」（12.0％）、「舞踊」（8.8％）の順となっている。

　前回調査（89.8％）と比較すると鑑賞したいものがあると答えた人の割合は上昇している。

　性別に見ると、女性は全分野で男性より鑑賞希望が高くなっており、特に「演劇演芸」（42.2％）、「舞踊」（11.2％）、「文芸」（14.3％）が男性より高くなっている。

　年代別に見ると、「特にない」と答えた人の割合が最も高いのは女性の70歳以上（13.0％）となっている。「鑑賞したいものがある」と答えた人の割合が最も高いのは、女性の20歳代、30歳代（ともに100％）となっている。

　年代別にもっと鑑賞したいと答えた人の割合が高かった分野を見ると、男女ともに20・30・40歳代では「音楽」、「映画」であり、50歳代では「美術」、「音楽」であり、60歳代、70歳以上では「美術」、「生活文化」、「演劇・演芸」、「伝統芸能」などとなっている。
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左：前回（H9.10調査）�

右：今回調査

　職業別に見ると、「伝統芸能」（54.5％）をあげた人の割合は農林業者で高くなっている。

②子どもに鑑賞させたい分野

　文化の鑑賞で子どもたちに鑑賞させたいものがあると答えた人の割合は、96.5％となっている。

鑑賞させたいものの分野を見ると「音楽」（67.0％）をあげた人の割合が最も高く、次に「美術」（62.9％）、「伝統芸能」（47.3％）、「演劇・演芸」（40.2％）、「生活文化」（31.8％）、「映画」（30.2％）、「文芸」（25.3％）、「舞踊」（11.4％）の順となっている。

　性別に見ると、鑑賞させたいと答えた人の割合が「生活文化」だけで男性の方が高く、他の分野は全て女性が高くなっている。

　年代別に鑑賞させたいと答えた人の割合が高い分野を見ると、女性の20歳代では「音楽」、「伝統芸能」、男性の60歳代、70歳以上では「美術」、「伝統芸能」、他の年代では「音楽」、「美術」となっている。

　職業3区で見ると、「伝統芸能」をあげた人の割合が、自営業・家族従業者（56.8％）で高くなっている。

[image: image26.wmf] 

問18文化振興を通じて「元気とやま」を創造するために重点を置く施策
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	問７(1)　この1年間に、ご自分で演じたり、作ったりした文化活動はありますか。また、今後ご自分で演じたり、作ったりしてみたいと思う文化活動はありますか。それぞれの中からいくつでもあげてください。


①演じたり、作ったりした文化活動
　この1年間に、自分で演じたり、作ったりしたものがあると答えた人の割合は38.7％となっている。なお、全国調査では16.4％となっている。

　演じたり、作ったりした分野を見ると、「生活文化」（18.9％）をあげた人の割合が最も高く、次に「美術」（10.9％）、「音楽」（7.6％）、「伝統文化」（7.3％）、「文芸」（4.0％）、「演劇・演芸」、「舞踊」（いずれも1.3％）、「映画」（0.7％）の順となっている。

　前回調査と比較してみると、演じたり、作ったりしたものがあると答えた人の割合が高くなっている。（前回30.9％、今回38.7％）

　性別に見ると、演じたり、作ったりしたものがあると答えた人の割合は女性（39.7％）の方が高くなっている。

　性別に分野を見ると、「生活文化」をあげた人の割合は女性で高くなっている。（男性14.5％、女性22.9％）

　職業別に見ると、「伝統芸能」をあげた人の割合は農林業、商工・サービス・自由業、管理職で、いずれも約15％と高くなっている。
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　地域別に見ると、「伝統芸能」をあげた人の割合は砺波地域（12.4％）で高くなっている。

②今後、演じたり、作ったりしてみたい文化活動
　今後、自分で演じたり、作ったりしてみたいものがあると答えた人の割合は53.0％となっている。なお、全国調査では26.6％となっている。

　演じたり、作ったりしてみたい分野を見ると、「生活文化」（23.9％）をあげた人の割合が最も高く、次に「美術」（21.2％）、「音楽」（13.4％）、「文芸」（7.9％）、「伝統文化」（7.7％）、「演劇・演芸」（3.5％）、「舞踊」（2.8％）、「映画」（1.5％）の順となっている。

　前回調査と比較してみると、演じたり、作ったりしてみたいものがあると答えた人の割合が高くなっている。（前回47.8％、今回53.0％）

　性別に見ると、演じたり、作ったりしてみたいものがあると答えた人の割合は女性（57.3％）の方が高くなっている。

　性別に分野を見ると、「美術」（男性15.9％、女性25.7％）、「生活文化」（男性18.1％、女性28.5％）をあげた人の割合は女性で高くなっている。

　職業別に見ると、「伝統芸能」をあげた人の割合は自営業者・家族従業者（16.3％）で高くなっている。
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	問７(２)　子どもたちに、今後、演じたり、作ったりさせてみたいと思う文化活動はありますか。それぞれの中からいくつでもあげてください。


　子どもたちに、今後、演じたり、作ったりさせてみたいものがあると答えた人の割合は85.8％となっている。

　子どもたちに演じたり、作ったりさせてみたい分野を見ると、「音楽」（52.0％）をあげた人の割合が最も高く、次に「美術」（51.7％）、「伝統芸能」（38.2％）、「生活文化」（30.7％）、「演劇・演芸」（24.4％）、「文芸」（15.4％）、「舞踊」（10.5％）、「映画」（6.4％）の順となっている。

　性別に見ると、子どもたちに演じたり、作ったりさせてみたいものがあると答えた人の割合は女性（86.5％）の方が高くなっている。

　性別に分野を見ると、男女で5ポイント以上差があり、女性で高くなっているものは「美術」、「舞踊」、男性で高くなっているものは「映画」となっている。

　地域別に見ると、「演劇・演芸」をあげた人の割合は砺波地域（32.4％）で高くなっており、「伝統芸能」をあげた人の割合は富山地域（27.1％）となっている。
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	問８　あなたがご自分で演じたり、作ったりする文化活動を行ううえで支障となっていること（文化活動をしなかった方は、その理由）は何ですか。次の中から２つまで選んでください。


　文化活動を行ううえで支障となっていること（文化活動をしなかった理由）としては、「時間がない」（42.8％）をあげた人の割合が最も高く、次に「関心がない」（18.8％）、「一緒に活動する仲間がいない」（18.2％）、「費用がかかり過ぎる」（12.5％）、「情報が不足している」（12.3％）、「近隣に日頃の活動や練習の施設がない。または、あっても不十分である」（10.1％）、「助言や指導をしてくれる人がいない」（9.5％）、「家族等周囲の人の理解が得られない」（4.3％）、「発表する場がない。または、あっても不十分である」（2.8％）の順となっている。また、「特にない」と答えた人の割合は、13.6％となっている。

　前回調査と比較すると、「時間がない」をあげた人の割合（前回37.2％、今回42.8％）が上昇しており、「関心がない」をあげた人の割合（前回32.5％、今回18.8％）が大きく低下している。

　この1年間に自分で演じたり、作ったりしたことのない人について見ると、「関心がない」（28.3％）をあげた人を除くと、「時間がない」（41.8％）をあげた人の割合が最も高く、次に「一緒に活動する仲間がいない」（20.5％）、「情報が不足している」（13.1％）などの順となっている。
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　地域別に見ると、「時間がない」（51.9％）、「費用がかかり過ぎる」（21.7％）をあげた人の割合は砺波地域で高く、「助言や指導をしてくれる人がいない」（15.8％）をあげた人の割合が富山地域で高くなっている。

	問９(1)　日常生活の中でいろいろな文化を鑑賞したり、自ら演じたり、作ったりすることが、自分にとって大切だと思いますか。次の中から１つ選んでください。

　　(2)　子どもたちにとって、文化を鑑賞したり、自ら演じたり、作ったりすることは、大切だと思いますか。次の中から１つ選んでください。


　自分にとって文化を鑑賞することは大切だと答えた人の割合は、88.2％（「非常に大切」34.2％＋「ある程度大切だ」54.0％）となっており、自ら演じたり、作ったりする文化活動は大切だと答えた人の割合は、55.0％（「非常に大切」14.5％＋「ある程度大切だ」40.5％）となっている。

子供たちにとって文化を鑑賞することは大切だと答えた人の割合は、94.9％（「非常に大切」49.6％＋「ある程度大切だ」45.3％）となっており、子どもたちにとって、自ら演じたり、作ったりする文化活動は大切だと答えた人の割合は、84.5％（「非常に大切」33.0％＋「ある程度大切だ」51.5％）となっている。

性別に見ると、大切だと答えた人の割合は、いずれの質問も女性で高くなっている。
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	問10　本県の文化活動は盛んであると思われますか。次にあげる分野について、それぞれ１つ選んでください。


　本県の文化活動が盛んである、または盛んでないと思う点を、盛んと答えた人（「盛ん」＋「どちらかというと盛んだ」）と盛んでないと思うと答えた人（「あまり盛んでない」＋「盛んでない」）との差で見てみる。

　盛んと思っている人の割合が高かった分野は、「美術」（35.2ﾎﾟｲﾝﾄ）、「伝統芸能」（20.0ﾎﾟｲﾝﾄ）、「生活文化」（14.7ﾎﾟｲﾝﾄ）、「音楽」（4.4ﾎﾟｲﾝﾄ）となっている。

　盛んでないと思っている人の割合が高かった分野は、「文芸」（-16.7ﾎﾟｲﾝﾄ）、「映画」（-9.3ﾎﾟｲﾝﾄ）、「演劇・演芸」（-5.5ﾎﾟｲﾝﾄ）、「舞踊」（-5.1ﾎﾟｲﾝﾄ）となっている。
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	問11　あなたが、全国的にまたは国際的に誇れる「文化」、「文化活動」及び「文化財」とお考えのものはありますか。次の中からいくつでも選んでください。


　全国的にまたは国際的に誇れる「文化」、「文化活動」及び「文化財」については、「世界遺産、五箇山の合掌造り集落などの歴史的な町並みや集落、建造物」（70.6％）をあげた人の割合が最も高く、次に「おわら、むぎやに代表される民謡や曳山などの民俗芸能」（63.8％）、「国宝瑞龍寺や勝興寺、瑞泉寺などの寺社」（54.9％）、「高岡銅器・漆器、井波彫刻などの伝統工芸」（40.8％）、「近代美術館や水墨美術館、立山博物館などの特色ある美術館・博物館」（35.7％）、「ますのすし、地酒、五箇山豆腐などの歴史・風土に培かわれた食文化」（29.7％）、「世界演劇祭「利賀フェスティバル」の開催など国際的な舞台芸術の拠点づくり」（20.0％）、「万葉や立山信仰などの歴史にゆかりのある文芸活動やイベント」（13.3％）、「舞踊、吹奏楽、演劇等、優秀な指導者のもと、国内外で活躍する芸術活動」（9.4％）、「国際アマチュア演劇祭、こども演劇祭などの国際文化交流」（8.3％）、「文化ホール、美術館などを拠点とする住民参加による文化活動」（7.3％）の順となっている。

　年代別に見ると、「ますのすし、地酒、五箇山豆腐などの歴史・風土に培かわれた食文化」をあげた人の割合が男性の30歳代（50.2％）、20歳代（45.2％）で高く、「近代美術館や水墨美術館、立山博物館などの特色ある美術館・博物館」をあげた人の割合が女性の60歳代（52.5％）、70歳以上（50.0％）、男性の70歳以上（47.2％）で高くなっている。
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　「近代美術館や水墨美術館、立山博物館などの特色ある美術館・博物館」を選択した人が特にどの施設を誇れると考えるかについては、「水墨美術館」（54.1％）をあげた人の割合が最も高く、次に「立山博物館」（27.0％）、「近代美術館」（18.4％）の順になっている。
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	問12(1)　 現在何か文化ボランティア活動をしていますか。または、今後したいと思いますか。次の中からいくつでもあげてください。


①現在している文化ボランティア活動

　現在何かボランティア活動をしていると答えた人の割合は、11.8％となっている。

　現在している文化ボランティア活動としては、「文化活動への資金面での支援」（3.1％）をあげた人の割合が最も高く、次に「会場案内や受付」（2.4％）、「美術などの企画・運営」（1.8％）、「音楽会や演劇などの企画」（1.5％）などの順となっている。

　性別に見ると、文化ボランティア活動をしている人の割合は、男性（13.9％）で高くなっている。

　地域別に見ると、文化ボランティア活動をしている人の割合は、砺波地域（24.8％）で高くなっている。

②今後したいと思うボランティア活動

　今後したいと思う文化ボランティア活動としては、「会場案内や受付」（12.0％）をあげた人の割合が最も高く、次に、「美術などの企画・運営」（6.4％）、「音楽会や演劇などの企画」（5.8％）、「世界こども演劇祭などの子どもの文化活動のサポート」（5.6％）、「文化活動への資金面での支援」（5.0％）、「照明や音響操作などの舞台運営」（3.9％）、「美術品のガイド」（3.1％）となっている。

　性別に見ると、「関心がない」と答えた人の割合が男性（60.0％）で高くなっている。
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年代別に見ると「関心がない」と答えた人の割合が、男性の70歳以上（36.0％）でひくくなっている。

	問12(2)　あなたが文化ボランティア活動をする際に支障となっている(あるいは、しようと考えた際に支障となるだろうと思われる)ことは何ですか。次の中から２つまで選んでください。


　文化ボランティア活動の支障なっている（しようと考えた際に支障となるだろうと思われる）こととしては、「ボランティア活動をする時間が少ない」（38.4％）をあげた人の割合が最も高く、次に「興味がない」（25.0％）、「活動に関する情報が少ない」（15.0％）、「活動時間が合わない」（14.6％）、「一緒に活動する仲間がいない」（11.4％）、「興味のある活動がない」（11.2％）、「研修の機会が少ない」（10.5％）、「交通の便が悪い」（8.5％）、「家族等周囲の人の理解が得られない」（4.9％）、「費用がかかり過ぎる」（3.1％）の順になっている。

性別に見ると、「興味がない」（30.0）をあげた人の割合が男性で高くなっている。

　年代別に見ると、「興味がない」をあげた人は、男性の30歳代（39.4％）、20歳代（37.9％）、40歳代（34.1％）で高く、「家族等周囲の理解が得られない」をあげた人は、女性の40歳代（10.4％）で高くなっている。

　職業別に見ると、「興味がない」をあげた人は、労務・技能職など（36.2％）、農林業など（33.3％）で高くなっている。
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左：前回調査（Ｈ9.10）

右：今回調査


	問12(3)　 子どもたちが、今後文化ボランティア活動に参加するためには、どのような取り組みが必要とお考えですか。ご自由に記入願います。


（主な意見等）

・文化活動に興味・関心を持たせ、参加できるような取り組み。

・文化活動に触れ、興味を持つきっかけ作りをする。

・県・市町村の窓口を通じて、各種イベントへの協力参加等の情報を発信する。

・子どもが文化ボランティア活動に参加するためのサポート団体や取り組むための情報の提供。

・大人が見本を見せることが大切だと思う。

・まずは大人が多くボランティア活動に参加すること。

・地域社会でボランティア組織を作り、子どもたちと共に活動するような形態。

・活動への参加を学校教育に取り入れる。

・地域行事・学校教育の場を通して活動に参加するなどして、きっかけの場を充実する。

・学校で子どもたちとその父母を対象とした教育をする。地域における活動の輪を広げる。

・子どもたちにとって興味が持てるような楽しい活動内容が必要。

・身近なところでできる活動があれば良い。

・日本の伝統文化を教育に取り入れる。

・最初は、学校とかで半強制的に始めても良いのではないかと思う。

・指導者や支援スタッフの育成。

・ボランティアの精神から外れてしまうが、あくまできっかけとして、ある程度強制する。

・研修の機会が少ないので、もっとあると良い。

・文化活動をより活発にし、多種にわたるボランティアの枠を作る。

・各市町村に文化クラブのようなものを作る。

・子どもたちに活動の意義を理解させる方策が必要。その上で、自らが好きなことを行えるバックアップ体制を築くこと。

（回答者数191人）

	問13(1)　 民謡や曳山など、あなたの住んでいる地域の民俗芸能、祭礼行事を最近ご自分で演じたり、参加したりしたことがありますか。
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問15

美術館や文化ホールなどが文化活動の拠点となるために力を入れること
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　地域の民俗芸能等を演じたり参加したことがあると答えた人の割合は、27.3％となっている。

　前回調査と比較してみると、「ある」と答えた人の割合が上昇している。

　性別で見ると、「ある」と答えた人の割合は男性（38.2％）で高くなっている。

　年齢別に見ると、「ある」と答えた人の割合は、男性の30歳代（57.9％）、40歳代（48.8％）で高くなっている。

　地域別に見ると、「ある」と答えた人の割合は、砺波地域（48.3％）で高くなっている。

	問13(2)　（１）で「ある」とお答えになった方におたずねします。あなたが、ご自分で演じたり、参加したきっかけは何ですか。次の中から２つまで選んでください。


　地域の民俗芸能を自分で演じたり、参加したきっかけとしては、「民俗芸能や祭礼行事の保存・継承はわれわれの役目だから」、「地域社会の一員として当然だから」（いずれも44.4％）をあげた人が最も高く、次に「こどもの頃から、演じたり、参加しているから」（26.3％）、「割り当てられたから」（21.9％）、「興味があるから」（13.1％）、「家族等周囲の人が勧めるから」（3.8％）の順となっている。
　前回調査と比較すると、「興味があるから」、「割り当てられたから」をあげた人の割合が低下している。

　性別に見ると、「民俗芸能や祭礼行事の保存・継承はわれわれの役目だから」をあげた人の割合は男性（50.0％）で高く、「割り当てられたから」をあげた人の割合は女性（29.1％）で高くなっている。

　地域別に見ると、「民俗芸能や祭礼行事の保存・継承はわれわれの役目だから」をあげた人の割合は高岡地域（66.0％）で高く、「地域社会の一員として当然だから」をあげた人の割合は富山地域（66.7％）で高くなっている。

	問14　民謡や曳山など、地域の民俗芸能、祭礼行事の保存・継承に関して、今後、県や市町村は特にどのようなことに力を入れたらよいと思いますか。次の中から２つまで選んでください。


　地域の民俗芸能、祭礼行事の保存・継承に関して、今後、県や市町村が力を入れることについては、「子どもたちが民俗芸能などを演じることができるように学校教育で取り組む」（34.2％）をあげた人の割合が最も高く、次に「指導者を養成・派遣する」（24.8％）、「練習や後継者養成の場となる施設を確保、充実する」（24.3％）、「民俗芸能などを保存・継承する人々の交流活動を支援する」（21.2％）、「地域のみでの保存・継承が困難なものについては、地域外からのボランティアによる支援などを図る」（16.1％）「現存する民俗芸能などを映像として記録、保存し、インターネット等を活用して幅広く提供する」（12.2％）、「民俗芸能などの公演を行う機会を拡充する」（10.9％）、「その他、地域の民俗芸能などの保存・継承活動に対する支援」（7.1％）の順となっている。
　前回の調査では、今回の調査と項目が違っているが、「地域の民俗芸能に対し助成する」（36.7％）をあげた人の割合が最も高く、次に「練習や後継者の養成の場となる施設を充実する」（31.6％）、「学校教育で民俗芸能のことをとりあげる」（29.9％）、「現存するものを記録に残す」などの順となっている。

全国調査では、「文化施設を整備・充実する」（35.4％）をあげた人の割合が最も高く、次に「文化に関する情報を提供する」（27.4％）、「国や地方公共団体による主催公演・展覧会などの文化事業、文化行事を実施する」（24.8％）、「芸術文化団体・サークルの育成や援助を行う」（22.9％）、「指導者を養成・派遣する」（20.7％）、「民間の公演活動などの文化創造活動を支援する」（20.0％）などの順となっている。

	問15　美術館や文化ホールなどの文化施設が、今後地域の文化活動の拠点となるためには、県や市町村は特にどのようなことに力を入れたらよいと思いますか。次の中から３つまで選んでください。


　美術館や文化ホールなどの文化施設が、文化活動の拠点となるために力を入れることについては、「優れた展覧会や公演などの鑑賞機会を充実する」（36.2％）をあげた人の割合が最も高く、次に「開館時間の延長や利用時間区分の弾力化など、もっと利用しやすくする」（31.6％）、「催し物のPRをもっと充実する」（30.5％）、「サービスの向上のための企画運営面の工夫やコスト縮減を行いやすくするため、もっと民間の知恵、創意工夫を活かす」（28.6％）、「展覧会や公演を企画運営するために必要な専門知識や熱意を持つスタッフを養成する」（25.9％）、「広く住民が日常的に活動できる拠点である施設については、練習、ワークショップなどの面でもっと利用しやすくする」（22.2％）、「学校、福祉施設等へ出向いて行う「一日美術館」や「出前公演」などの館外活動を充実する」（20.9％）、「作品や公演を楽しむ「友の会」や、企画や運営に加わるボランティアを育成する」（17.2％）、「障害者への対応や保育室の設置など、極力多くの人が利用できるように施設を改善する」（10.4％）、「高いレベルの芸術の創造を行う文化活動拠点の性格が強い施設については、芸術監督やプロデューサーを配置する」（5.9％）の順となっている。
　地域別に見ると、「展覧会や公演を企画運営するために必要な専門知識や熱意を持つスタッフを養成する」をあげた人の割合が、砺波地域（37.4％）で高くなっている。

	問16　あなたは、子どもたちが文化に親しむ機会を充実するため、県や市町村はどのようなことに力を入れたらよいと思いますか。この中から２つまで選んでください。


　子どもたちが文化に親しむ機会を充実するために力を入れることについては、「文化を鑑賞したり参加したりする機会を学校教育の場において充実する」（59.8％）をあげた人の割合が最も高く、次に「子どもたち自身が参加したり、体験できる文化事業などを行う」（59.0％）、「子どもたちを対象にした文化事業などの鑑賞機会を充実する」（41.6％）の順となっている。
　全国調査では、「子どもたちが参加・体験できる文化事業や行事などを行う」（55.7％）をあげた人の割合が最も高く、次に「学校での芸術の鑑賞教育を充実する」（48.3％）、「子どもたちについては低料金にする」（33.5％）、「子どもたちを対象とした文化事業や行事などを行う」（29.9％）の順となっている。

	問17　個性的な地域文化を生かして、文化が息づくまちづくりを進めていくためには、県や市町村は特にどのようなことに力を入れたらよいと思いますか。次の中から３つまで選んでください。


　文化が息づくまちづくりに関し力を入れることについては、「地域の歴史、文化、自然を活かした伝統芸能や祭りの継承、発展を図る」（51.8％）をあげた人の割合が最も高く、次に「歴史的な建物、街並み、遺跡などを生かしたまちづくり、地域づくりを行う」（48.0％）、「まちづくりに文化を活かそうという熱意のある住民や団体の自主的な活動を支援する」（43.8％）、「文化を活用した観光振興と連携したまちづくりを進める」（33.4％）、「まちのデザインや公共施設の整備に芸術的な感性をとりいれる」（25.7％）、「伝統産業やデザイン産業など文化に関連する産業の振興を図る」（13.2％）、「国内外の芸術家や芸術団体の活動や研修のための国際的な拠点づくりを進める」（9.4％）の順となっている。

　前回調査では、「歴史的な建物・遺跡を生かしたまちづくりを行う」（38.5％）をあげた人の割合が最も高く、次に「地域の団体・サークルの育成や支援を行う」（31.6％）、「まちのデザインや公共施設の整備に芸術的な感性をとりいれる」（27.1％）、「伝統産業やデザイン産業など文化に関連する産業の振興を図る」（22.2％）などの順となっている。

　地域別に見ると、「地域の歴史、文化、自然を活かした伝統芸能や祭りの継承、発展を図る」をあげた人の割合が砺波地域（63.5％）で高くなっている。

	問18　文化の振興を通じて「元気とやま」を創造するために、県や市町村が重点を置くべき施策は何だと思いますか。次の中から、３つまで選んでください。


　文化の振興を通じて「元気とやま」を創造するために、重点を置くべき施策については、「子どもたちが文化に親しむ機会の拡充を図る」（58.8％）をあげた人の割合が最も高く、次に「県民が文化を鑑賞する機会の拡充を図る」（43.7％）、「伝統芸能や文化財の保存・継承・活用を図る」（31.2％）、「文化施設のハード面の整備よりも、企画運営を担う人材養成も含めソフト面の充実を図る」（21.5％）、「文化を活かして中心市街地のにぎわいの創出を図る」（20.3％）、「住民が自ら演じたり、作ったりするなど、文化活動に参加する機会の拡充を図る」（18.5％）、「文化団体の育成や支援に努める」（14.8％）、「住民が日常的に文化活動を行う拠点のみでなく、高いレベルの芸術文化の創造のための拠点の充実を図る」（10.8％）、「文化の国際交流や地域間交流を促す」（8.2％）、「企業やＮＰＯ、個人による文化への支援活動（メセナや文化ボランティアなど）を促進する」（7.2％）、「文化施設のハード面を整備または充実する」（6.3％）の順となっている。
　性別に見ると、女性で「県民が文化を鑑賞する機会の拡充を図る」（48.0％）をあげた人の割合が高くなっており、男性で「企業やＮＰＯ、個人による文化への支援活動（メセナや文化ボランティアなど）を促進する」（11.7％）が高くなっている。
　年代別に見ると、「住民が自ら演じたり、作ったりするなど、文化活動に参加する機会の拡充を図る」をあげた人の割合が、男女とも20歳代（男性28.1％、女性25.0％）、70歳以上（男性23.1％、女性23.9％）で高く、「文化を活かして中心市街地のにぎわいの創出を図る」を選んだ人の割合が男女とも20歳代（男性28.1％、女性33.3％）で高くなっている。また、「企業やＮＰＯ、個人による文化への支援活動（メセナや文化ボランティアなど）を促進する」をあげた人の割合が、男性の40歳代（16.7％）、30歳代（16.2％）で高くなっている。

その他の回答例

・交通手段、駐車場の少なさ、高額な入場料金を第一に改善して欲しい。

・富山にしかないもので観光に力を入れるなどをする。

・市より町村に支援（ハード、ソフトともに）されたい。

・物質の保存だけでなく、文化等・ソフト的な保存・継承。

・ケーブルネット等と連携して、自宅でも美術鑑賞ができるよう、文化をソフトとして県民に浸透させる。


前々回調査項目なし





前回項目なし





前回項目なし





前回項目なし





前回項目なし











前々回調査項目なし











PAGE  
32

